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0. はじめに
　現代の都市空間は、鉄道や高速道路など、交通イン
フラが次々と発達し、生活する上で時間短縮という面
で大きく発展している。 しかし、 それらの構築物は
ビューマンスケールを逸脱しており、遠くを行き来す
るにはとても便利だが、その足下をみると周囲の都市
環境と切り離され放置されているような場所も少なく
ない。また景観の問題は次々と生み出される交通イン
フラにとってこれからも大きな問題点として存在し続
け、現在でも日本橋の景観についてなど大きな議論が
なされている。高速道路の撤去、地下化、現状維持、
など様々な意見が混在する中、人と車、人と土木構造
物はどのように共存することが出来るのだろうか、本
計画では都市空間を構成している建築、土木、自然な
ど環境の変遷を追い、交通インフラと人との関係を見
直し、一体化させた設計プロジェクトを提案する。
1. 関内、関外の都市空間
（1）小さな都市の集積
　対象地域のすべての運河と現在の小さな都市のマッ
プを重ね合わせると、現在の印象的な小都市は運河の
形成と密接に関係していたことがわかる。過去に運河
と生活がともに関係を築いていたように現在でもその
印象が強く残る
（2）大きな都市構造軸と局所的回遊性 -
　高度経済成長期により、車を中心としたインフラ整
備が多くされてきた都市部において、関内、 関外は徒
歩空間の重要性を提案し実行してきた。魅力的な観光
地を巡るプロムナードや、港の 公園、運河跡地の大
通公園などさまざまな人のための空間がある。大きな
都市構造に加え、地 域全体を結ぶ歩行空間にかぶさ
るように、小さな都市に広がる局所的回遊性が存在し
ている。
（3）点、線、面の都市空間構造
　関内、関外に集積している生活像の異なる小さな都
市は、水辺の交通が生み出した要素であり、それらは
都市開発が進み、運河が無くなった現在でも、魅力的
な都市をして存在している。それぞれ大きな都市構造
の軸だけでなく、小さな都市に広がる局所的な回遊性
で繋がり、点在している人を引き込む要素が他の地域
の人たちを引きつけることで面的に広がり、横浜の港
周辺の大きな都市を作り出している。
線点 面
　Nowadays transportation infrastructure, such as railways and highways are developing one after another.
However there is not few place that became isolated from the surrounding because of those structure 
deviated from the human scale.In this project I would like to propose a plan that reconsider and integrate 
the relationship between the transportation infrastructure and human life from trailing the transition of the 
composition of the urban space and the environment.
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4. 設計ダイアグラム
　川、 鉄道、 高架という 3 つの交通インフラを人の
共生させるため、それぞれの特性を引き出す空間構成
を提案する。
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2 石川町周辺の現状
（1）交通インフラにより分断された都市 -
　高速道路、JR 根岸線は都市は共に運河跡地もしく
は運河上空と水と関わりが強く、交通のインフラが近
代化により置き換わったことを示す需要な場所と鳴っ
ている。しかし、人と繋がりの強い水辺と船のインフ
ラと比べ、高速道路は人との関係が希薄であり、空間
という意味では大きく異なってしまった。運河、鉄道、
高速道路といった 3 つの大きな交通インフラを一体
とし、人を引きつけるための要素をこの高架下に散り
ばめ、中華街や元町商店街、寿町に住む高齢者や山の
手の住人、港から訪れた人々と関わりを持てるような
線型の建築を提案する。
（2）堀川、中村川上空、高速道路高架下の可能性
　高速道路によって蓋をされている状況の堀川、中村
川上空堀川周辺には山下公園、元町商店街、中華街な
ど有名な観光名所がそろい、また中村川上空には、石
川町駅が垂直に横断するなど、人の空間となりえる要
素がまだ残っているように感じる。黄金町の高架下プ
ロジェクト同様、 近隣住人が関われることはもちろ
ん、周囲に影響を与えるような線型の都市施設がこの
高速道を高架下でも実現できるのではないか。運河、
鉄道、 高速道路といった 3 つの大きな交通インフラ
を一体とし、人を引きつけるための要素をこの高架下
に散りばめ、中華街や元町商店街、寿町に住む高齢者
や山の手の住人、港から訪れた人々と関わりを持てる
ような線型の建築を提案する。
 3. 線型庁舎
　案内スペースや市民ホールといった庁舎機能のもつ
市民利用スペースは高速道路高架下という大きな都市
軸にを利用し要素を散りばめることで、新たな庁舎モ
デルとなる。またそれらは周辺の環境に相互に影響を
与え面的な広がりを生み出し、これは関内、関外の都
市空間の構成と重なる。
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